
（
債
務
者
の
不
動
産
に
係
る
情
報
の
取
得
）

第
二
百
五
条

執
行
裁
判
所
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者

の
申
立
て
に
よ
り
、
法
務
省
令
で
定
め
る
登
記
所
に
対
し
、
債
務
者
が
所
有
権
の
登
記
名
義
人
で
あ
る
土
地
又
は

建
物
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
対
す
る
強
制
執
行
又
は
担
保
権
の
実
行

一

第
百
九
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合

執
行
力
の
あ
る
債
務
名
義
の
正
本
を
有
す
る
金
銭
債
権
の

債
権
者

二

第
百
九
十
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合

債
務
者
の
財
産
に
つ
い
て
一
般
の
先
取
特
権
を
有
す
る
こ

と
を
証
す
る
文
書
を
提
出
し
た
債
権
者

２

前
項
の
申
立
て
は
、
財
産
開
示
期
日
に
お
け
る
手
続
が
実
施
さ
れ
た
場
合
（
当
該
財
産
開
示
期
日
に
係
る
財
産

開
示
手
続
に
お
い
て
第
二
百
条
第
一
項
の
許
可
が
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。）に
お
い
て
、
当
該
財
産
開
示
期
日
か
ら

三
年
以
内
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
申
立
て
を
認
容
す
る
決
定
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
決
定
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
決
定
及
び
同
号
に
規
定
す
る
文
書
の
写
し
）
を
債
務
者
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
裁
判
に
対
し
て
は
、
執
行
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
の
申
立
て
を
認
容
す
る
決
定
は
、
確
定
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

の
申
立
て
を
す
る
の
に
必
要
と
な
る
事
項
と
し
て
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
す

べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
号
に
規
定
す
る
執
行
力

の
あ
る
債
務
名
義
の
正
本
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
債
務
者
の
給
与
債
権
に
係
る
情
報
の
取
得
）

第
二
百
六
条

執
行
裁
判
所
は
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
百
五
十
一
条

の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
義
務
に
係
る
請
求
権
又
は
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

権
に
つ
い
て
執
行
力
の
あ
る
債
務
名
義
の
正
本
を
有
す
る
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で

あ
つ
て
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
債
権
者
が
選
択
し
た
も
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
執
行
力
の

あ
る
債
務
名
義
の
正
本
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）

債
務
者
が
支
払
を
受
け
る
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
給
与
に
係
る
債
権
に
対
す
る
強
制
執
行

又
は
担
保
権
の
実
行
の
申
立
て
を
す
る
の
に
必
要
と
な
る

事
項
と
し
て
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
も
の
（
当
該
市

町
村
が
債
務
者
の
市
町
村
民
税
（
特
別
区
民
税
を
含
む
。）

に
係
る
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
も
の
に
限
る
。）

二

日
本
年
金
機
構
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
、
国

家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
、
地
方
公
務
員
共
済

組
合
、
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
又
は

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

債
務
者
（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
支
払
を
受
け
る
厚

生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第

三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
報
酬
又
は
同
項
第
四
号

に
規
定
す
る
賞
与
に
係
る
債
権
に
対
す
る
強
制
執
行
又
は

担
保
権
の
実
行
の
申
立
て
を
す
る
の
に
必
要
と
な
る
事
項

と
し
て
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
も
の
（
情
報
の
提
供

を
命
じ
ら
れ
た
者
が
債
務
者
の
厚
生
年
金
保
険
に
係
る
事

務
に
関
し
て
知
り
得
た
も
の
に
限
る
。）

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
申
立
て
及
び
当
該
申
立
て
に
つ
い
て
の
裁
判
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（
債
務
者
の
預
貯
金
債
権
等
に
係
る
情
報
の
取
得
）

第
二
百
七
条

執
行
裁
判
所
は
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
執
行
力
の
あ
る

債
務
名
義
の
正
本
を
有
す
る
金
銭
債
権
の
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
最
高
裁

判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
債
権
者
が
選
択
し
た
も
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事

項
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
執
行
力
の
あ
る
債
務
名
義

の
正
本
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

銀
行
等
（
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
金
庫
連
合

会
、
労
働
金
庫
、
労
働
金
庫
連
合
会
、
信
用
協
同

組
合
、
信
用
協
同
組
合
連
合
会
、農
業
協
同
組
合
、

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
、
水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水

債
務
者
の
当
該
銀
行
等
に
対
す
る
預
貯
金
債
権
（
民
法
第

四
百
六
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
預
貯
金
債
権
を

い
う
。）に
対
す
る
強
制
執
行
又
は
担
保
権
の
実
行
の
申
立

て
を
す
る
の
に
必
要
と
な
る
事
項
と
し
て
最
高
裁
判
所
規

則
で
定
め
る
も
の

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

８

執
行
官
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
に
対
し
て
威
力
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
子
以

外
の
者
に
対
し
て
威
力
を
用
い
る
こ
と
が
子
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
子
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

９

執
行
官
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
債
務
者
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
を
す

る
に
際
し
、
債
権
者
又
は
そ
の
代
理
人
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
執
行
裁
判
所
及
び
執
行
官
の
責
務
）

第
百
七
十
六
条

執
行
裁
判
所
及
び
執
行
官
は
、
第
百
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
子
の
引
渡

し
の
強
制
執
行
の
手
続
に
お
い
て
子
の
引
渡
し
を
実
現
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
子
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
そ
の

他
の
事
情
を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
、
当
該
強
制
執
行
が
子
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章

債
務
者
の
財
産
状
況
の
調
査

第
四
章
中
第
百
九
十
六
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

財
産
開
示
手
続

第
百
九
十
六
条
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
七
条
第
一
項
中
「
次
の
」
の
下
に
「
各
号
の
」
を
加
え
、「（
債
務
名
義
が
第
二
十
二
条
第
二
号
、
第
三

号
の
二
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
又
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
支
払
督
促
で

あ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
」
の
下
に
「
各
号
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書

中
「
次
に
」
を
「
次
の
各
号
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「（
第
二
項
」
を「（
同
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
一
条
第
二
号
中「（
債
務
名
義
が
第
二
十
二
条
第
二
号
、
第
三
号
の
二
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
五
号

に
掲
げ
る
も
の
又
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
支
払
督
促
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
二
百
七
条
の
見
出
し
を「（
管
轄
）」に
改
め
、
同
条
を
第
二
百
十
五
条
と
す
る
。

第
二
百
六
条
中
第
一
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第
一
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
二
百
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
の
情
報
を
同
条
に
規
定
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
、

又
は
提
供
し
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

第
二
百
六
条
を
第
二
百
十
四
条
と
す
る
。

第
二
百
五
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
六
十
五
条
の
二
（
第
百
八
十
八
条
（
第
百
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
陳
述
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
陳
述
を
し

た
者

第
二
百
五
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

執
行
裁
判
所
の
呼
出
し
を
受
け
た
財
産
開
示
期
日
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
な
く
、
出
頭
せ
ず
、
又
は
宣
誓

を
拒
ん
だ
開
示
義
務
者

六

第
百
九
十
九
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
二
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
産
開
示
期

日
に
お
い
て
宣
誓
し
た
開
示
義
務
者
で
あ
つ
て
、
正
当
な
理
由
な
く
第
百
九
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
陳
述
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
陳
述
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
も
の

第
二
百
五
条
を
第
二
百
十
三
条
と
し
、
第
二
百
四
条
を
第
二
百
十
二
条
と
す
る
。

第
四
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続

（
管
轄
）

第
二
百
四
条

こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
債
務
者
の
財
産
に
係
る
情
報
の
取
得
に
関
す
る
手
続
（
以
下
「
第
三
者
か
ら

の
情
報
取
得
手
続
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
が
、

こ
の
普
通
裁
判
籍
が
な
い
と
き
は
こ
の
節
の
規
定
に
よ
り
情
報
の
提
供
を
命
じ
ら
れ
る
べ
き
者
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
地
方
裁
判
所
が
、
執
行
裁
判
所
と
し
て
管
轄
す
る
。
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